
悲
華
経

の
檀
波
羅
蜜
行
に
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い
て

宇

治

谷

祐

顕

嗣

悲
華
経
旨
の
特
質

悲
華
経
と
は
、
私
が
し
ば
ぐ

こ
の
学
会

で
報
告
し
て
き
た
よ
う

に
、
弥
陀
対
釈
迦
の

一
大
本
願
経
で
あ
る
と
同
時
に
、
ま
た
そ
の

一
大

本
縁
の
経

で
も
あ
る
。
わ
け
て
も
こ
の
経
の
経
題
が
よ
く
示
し
て
い
る

よ
う
に
、
浄
土
建
立
の
ア
ミ
ダ
仏
は
四
法
解
怠
の
菩
薩
で
あ
り
、

こ
れ

に
反
し
釈
迦
仏
が
ご
と
き
現
身
に
五
淘
刹
土
に
出
現
し
て
、
ま
こ
と
有

情
救
済
に
乗
り
出
し
た
の
は
四
法
精
進
の
大
悲
M
a
h
a
k
a
r
u
n
a
 

の
菩

薩
で
あ
る
と
、
ひ
た
す
ら
釈
迦
仏
の
大
悲
応
現
を
強
調
し
て
ゆ
く
と
こ

ろ
に
そ
の
特
質
が
あ
る
。

二

釈
迦
仏
の
五
淘
刹
土
出
現

さ
て
こ

の
経
の
説
相
に
よ
れ
ば
、
ア
ミ
ダ
仏

の
前
身
は
 
A
r
a
n
e
m
i
n

無
諄
念

(秦
訳
-
離
諄
)
な
る
国
王
で
あ
り
、

一
方
釈
迦
仏

は
S
a
m
u
-

d
r
a
r
e
n
u
 

宝
海
 (秦
訳
-
海
済
)
 と
名
づ
け
る
そ
の
国
王

の
家
臣

で
あ

り
、

い
わ
ば
主
従
の
関
係
に
お
い
て
説
き
す

』
め
て
い
る
と
こ
ろ
も
、

大
悲
応
現
と
い
う
大
乗
精
神

の
真
髄
を
発
揮
す
る
意
趣
か
ら
類
推
し
て

は
な
は
だ
興
味
深
い
。
す
な
わ
ち
い
ま

一
周
の
国
王
を
は
じ
め
、
王
の

千
子
ら
を
、
こ
の
家
臣
で
あ
る
宝
海
自
身
が
す

」
め
て
無
上
菩
提
心
を

発
起
せ
し
め
、
諸
本
願
を
発
意
せ
し
め
て
、
浄
土
成
仏
を
果
さ
し
め
て

ゆ
く
が
、
そ
の
家
臣
宝
海
た
冥
ひ
と
り
五
百
大
願
を
建
立
し
、
娑
婆
世

界
の
生
死
に
流
転
し
、
救
護
な
き
五
淘
の
有
情
を
憐
ん
で
、
そ
の
心
の

動
く
こ
と
緊
手
樹
葉
の
如
く
、

ひ
た
す
ら
に
五
淘
刹
土
出
現
に
乗
り
出

す
大
決
意
を
発
起
す
る
。

三

六
波
羅
蜜
の
実
践
と
授
記

か
く
て
、
そ
の
五
百
大
願
建
立
に
さ
き
だ

つ
て
、
ま
つ
大
乗
六
波
羅

蜜
行

の
実
践
を
誓
願
し
、
わ
け
て
も
最

初

の
D
a
n
a
(檀
)
波
羅
蜜
行

を
力
説
し
、
飯
食
、
医
薬
、
衣
服
、
臥
具
ハ
、舎
宅
、
華
香
、
理
路
、
塗

身
香
、
侍
使
、
橦
幡
、
宝
蓋
、
銭
財
、
穀
吊
、

象
馬
、
車
乗
、
金
銀
、

真
珠
、
琉
璃
、
頗
梨
、
珂
貝
、
壁
玉
、
真
宝
、

珊
瑚
、
天
冠
、
払
飾
等

を
大
悲
心
も
て
施
与
し
、
な
お
そ
れ
で
も
飽
き
足
ら
な
い
場
合
は
、
奴

悲
華
経

の
檀
波
羅
蜜

行
に

つ
い
て

(
宇
治
谷
)
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悲
華
経
の
檀
波
羅
蜜
行
に
つ
い
て

(宇
治
谷
)

碑
、
聚
落
、
城
邑
、
妻
子
、
男
女
、
手
腕
、
鼻
、
舌
、
頸
、
目
、
皮
、

血
、
骨
肉
、
身
命
ま
で
も
喜
捨
し
、
し
か
も
い
さ
」
か
も
悔
心
を
生
ぜ

ず
、
人
天

の
善
果
の
報
を
志
求
せ
ず
、
た
だ
調
伏
し
て
専
ら
衆
生
を
摂

受
せ
ん

が
た
め
で
あ
る
と
の
大
悲
心
の
発
露
を
誓
願
す
る
と
こ
ろ
か
ら

始
ま
る
が
、
そ
の
五
百
大
願
が
い
よ
く

終
結
す
る
に
及
ん
で
、
再
び

大
乗
修
学

の
諸
人
は
、

い
か
に
し
て
も
六
波
羅
蜜
行
の
修
習
す
べ
き
で

あ
る
と
結

び
と
つ
て
い
る
と
こ
ろ
は
、
釈
迦
仏
が
五
淘
刹
土
応
現
え
の

大
悲
の
精
神
と
大
乗
の
真
髄
を
終
始
あ
ま
す
と
こ
ろ
な
く
鼓
吹
し
て
い

る
も
の
と
見
て
さ
し
つ
か
え
な
い
。

か
Σ
る
殊
勝
の
誓
願
を
建
立
す
る
の
で
、
こ
の
経
の
師
仏
で
あ
る
宝

藏
如
来
は
釈
迦
仏

の
本
生
た
る
宝
海
梵
志
に
対
し
て
、
当
来
娑
婆
世
界

に
成
仏
し

て
釈
迦
如
来
と
称
す
べ
し
と
授
記
す
る
の
が
、

こ
の
経
の
枢

軸
を
な
す
授
記
品

(第
四
品
)
の
説
相
で
あ
る
。

四

大
悲
比
丘
の
檀
波
羅
蜜
本
生
説
話

か
く
て
、
次
の
第
五
品
檀
波
羅
蜜
品

(大
皿
、
二
二
〇
、
b
)
に
は
、

当
来
宝
海
梵
志
な
る
大
悲
菩
薩
は
宝
藏
如
来
を
頂
礼
し
、
各
種

の
三

昧
、
助
菩
提
の
法
等
を
問

い
、
そ
の
教
示
を
う
け
て
、
こ
れ
を
受
持
す

る
が
、
そ

の
師
仏
宝
藏
如
来
般
浬
藥
後
、
大
悲
比
丘
命
終
し
て
、
人
寿

(
2
)

八
十
才
の
S
a
n
k
a
r
s
a
n
a
 

国
、
旛
陀
羅
の
家
に
生
を
う
け
、

つ
い
で
閻

浮
提
に
転
輪
王
と
な
り
、

一
切
衆
生
に
十
善
業
道
を
す
Σ
め
、
み
つ
か

ら
は
尼
乾

子

・
灰
音
P
a
m
c
u
-
g
h
o
s
a
 

の
乞
求
に
応
じ
、
身

皮

・
眼
目

等
の
施
与
を
は
じ
め
、
順
次
生
を
う
け
て
、
屡

次
に
わ
た
る
檀
波
羅
蜜

行
の
実
践
成
就
を
説
き
明
か
す
。

す
な
わ
ち
旛
陀
羅
生
を
う
け
た
大
悲
比
丘
は

本
願
を
以

て
の
ゆ
え

に
、
そ
の
身
長
大
に
し
て
、
強
力
旛
陀
羅
と
な
り
、
国
王
か
ら
請
受
し

た
す
べ
て
の
財
物
を
人
民
に
施
与
し
、
人
寿
増
益
し
て
八
十
才
か
ら
満

五
百
才
と
な
る
と
き
に
国
王
命
終
す
る
の
で
、
諸
大
臣
は
そ
の
強
力
旛

陀
羅
に
王
位
を
継
紹
せ
し
め
、
功
徳
力

王
P
u
n
y
a
b
a
l
a
 
r
a
j
a
 

と
な

つ

て
、
二
国
土
を
領
有
し
、
閻
浮
提
の
あ
ら
ゆ
る
衆
生
に
意
の
如
く
給
施

す
る
。

と
き
に

一
尼
乾
子

・
灰
音
P
a
m
c
u
-
g
h
o
s
a
 

あ
り
、
阿
修
羅
退
治

の

た
め
、
そ
の
所
須

の
用
具
と
し
て
、
未
死
人
の
皮
と
眼
目
を
求
め
る
。

か
く
し
て
、
王
は
灰
音

の
呪
術
達
成
の
た
め
、

右
手
に
て
両
眼
を
え
ぐ

り
灰
音
に
施
す
。
ま
た
尼
乾
子

・
灰
音
は
王
の
請
に
よ
つ
て
利
刀
を
以

て
、
そ
の
身
皮
を
剥
ぎ
取
る
も
七
日
間
命
終
せ
ず
、
乃
至

一
念
も
悔
心

を
生
ぜ
ず
、

こ
れ
ら
が
本
願
力
に
よ
る
釈
迦
牟
尼
前
生
に
お
け
る
順
次

の
勇
健
で
あ
つ
て
、
か
奥
る
身
を
捨
つ
る
実
践
行
の
檀
波
羅
蜜
行
は
過

去
八
丈
夫
を
除
い
て
、
誰

一
人
も
こ
れ
を
行
じ
た
も
の
な
く
、
ま
た
未

来
世
に
お
い
て
も
行
ず
る
こ
と
の
で
き
な
い
も

の
で
、

一
つ
に
本
願
力

に
よ
る
勇
建
行
な
る
こ
と
を
強
調
し
、
引
き
つ
穿
き
往
昔
の
因
縁
談
を

次
の
如
く
具
さ
に
物
語
る
。

1
、
眼
施
品
第
二
十
三
…
…
秦
訳

(大
皿
、
二
八
○
、
a
)

こ
の
と
こ
ろ
、
無
識
訳

「悲
華
経
」

で
は
、

ジ
ャ
ー
タ
カ
形
式
に
よ
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り
、

い
く

ぶ
ん
不
調
整
の
ま
猿
、
順
次
に
そ
の
因
縁
談
を
説
き
あ
か
し

て
い
る
が
、
異
訳
の

「
悲
分
陀
利
経
」
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
品
名
を
附

与
し
て
、

か
な
り
整
然
と
訳
づ
け
し
て
い
る
か
ら
、

い
ま
の
場
合
、
そ

の
品
名
を
か
り
て
説
述
す
る
。

2

身
施
晶
第
二
十
四

(大
皿
、
二
八
一
、
c
)

人
寿
百
才
の
無
拓
須
弥
界
あ
り
、
難
沮
壌
D
u
r
d
h
a
r
a
 

(秦
訳
-
無
勝
)

王
と
な
る
。
千
子
あ
る
も
、
そ
の
う
ち
六
子
、
菩
提
心
を
お
こ
さ
ざ
る
に

よ
つ
て
、
王
は
閻
浮
提
を
与
え
る
が
、
闘
謹
を
事
と
し
、
人
民
飢
餓
に
苦

し
む
。
そ
こ
で
王
は
股
体
、
血
肉
を
施
捨
し
、
願
力
を
以
て
肉
山
と
な
る

も
、

一
念
も
悔
心
を
生
ぜ
ず
、
乃
至
は
十
方
恒
河
沙
等
の
諸
仏
世
界
に
遍

満
し
て
、
身
を
捨
て
、
眼
目
を
捨
施
す
る
の
檀
波
羅
蜜
行
を
行
ず
る
が
、

そ
れ
は

一
つ
に
大
悲
心
の
故
に
て
、
い
さ
さ
か
も
人
天
の
果
報
を
求
め
ざ

る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
強
調
す
る
。

3

宝
施
品
第
二
十
五

(大
、
皿
二
八
二
、
c
)

ま
た
無
量
劫
を
す
ぎ
、
五
淘
悪
世
の
月
雷
世
界
C
a
n
d
r
a
v
i
d
y
u
t
r
a
 

(秦

訳
-
月
明
)
 に
燈
光
明
A
s
m
i
j
a
m
b
u
d
v
i
p
a
 

(秦
訳
-
燈
明
)
 王
と
な

る
。
そ
こ
に
て
一
人
の
納
税
義
務
を
怠
っ
た
人
の
身
代
り
と
な
っ
て
助

け
、
ま
た
五
百
商
人
中
の
一
商
主
・
満
月
C
a
n
d
a
r
 

が
大
海
に
入
り
珍

宝
を
取
る
も
、
大
羅
刹
の
大
悪
風
に
遭
い
道
を
失
う
。
そ
こ
で
王
は
燃
轄

し
て
道
を
示
す
こ
と
七
日
七
夜
に
至
つ
た
。

4

医
方
施
品
第
二
十
六

(大
皿
、
二
八
三
、
a
)

無
量
劫
を
す
ぎ
、
網
S
t
i
m
i
n
a
 

(秦
訳
-
日
朦
昧
)
 世
界
の
婆
羅
門
家
に

生
れ
、
須
香
S
u
r
y
a
m
a
l
a
g
a
n
d
h
a
 

(秦
訳
-
壼
香
)
 と
名
づ
け
、
病
者

の
た
め
に
毘
陀
呪
を
修
し
離
病
せ
し
め
て
、
如
来
愛
護
三
業
善
根
の
種
子

と
名
づ
け
る
。

5

現
伏
藏
施
品
第
二
十
七

(大
皿
、
二
八
三
、
c
)

ま
た
無
量
劫
を
す
ぎ
、
選
択
諸
悪
世
界
V
i
c
i
t
a
d
a
(秦
訳
-
除
繊
)

あ
り
、
東
方
五
十
四
天
下
に
転
輪
王
と
な
り
、
虚
空
浄
A
m
b
r
a
r
a
 

(秦
訳

ー
虚
空
)
と
名
づ
け
、
大
誓
願
を
お
こ
し
、
無
量
の
珍
宝
藏
を
示
現
し
、

七
反
身
を
う
け
て
一
切
施
と
号
す
。

そ
こ
に
青
香
明
乞
食
あ
り
、
閻
浮
提
の
施
与
を
求
め
る
の
で
意
の
如
く
給

施
す
る
が
、
引
き
つ
づ
き
ま
た
、

○
盧
志
婆
羅
門
 
R
o
c
a
 

(秦
訳
-
盧
遮
)
…
…

両
足

○
牙
婆
羅
門
 
D
a
s
t
r
a
v
a
 

(秦
訳
-
陀
託
波
)
…
…

両
眼

○
浄
堅
牢
婆
羅
門
S
a
r
a
c
c
h
i
g
h
o
s
a
 

秦
訳
-
堅
紅
)
…
…両
耳

○
想
尼
乾
子
S
a
n
j
i
v
a
n
a
 

(秦
訳
-
逸
林
)
…
…

男
根

○
有

人
…
…

血
肉

○
蜜
味
婆
羅
門
 
K
s
i
r
a
s
a
p
a
r
i
b
r
a
j
a
k
a
…
…

両
手

(秦
訳
-
日
味
婆
利
波
羅
闇
)

な
ど
、
左
記
の
ご
と
き
乞
求
に
応
じ
て
施
与
を
な
し
、
未
来
世
に
広
長
舌

相
を
成
ず
る

こ
と
を

明
か
し
、
更

に
ま

た
命

終

し

て
、
示

現

宝

藏
M
i
-

g
d
h
i
-
s
a
n
d
a
a
n
a

(
秦
訳
-
現

伏
藏
)

と
名
づ
け
る
竜

王
と
な

り
、

七

反
身
の
あ
い
だ
種
々
の
珍
宝
を
施
捨
し
て
、
三
十
二
相
を
具
足
し
、
そ
の

後
ま
た
無
量
劫
を
す
ぎ
、
珊
瑚
池
世
界
に
釈
提
桓
因

・
善
日
光
明
V
i
r
o
-

c
a
n
a
 
(秦
訳
-
等
照
)
と
な
り
、
閻
浮
提
の
諸
人
悪
行
を
こ
と
と
す
る
故

に
、夜
叉
の
像
と
化
し
て
諸
人
を
善
道
に
進
ま
し
め
三
乗
中
に
住
せ
し
む
。

悲
華
経

の
檀
波
羅
蜜

行
に

つ
い
て

(
宇
治
谷
)
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悲
華
経
の
檀
波
羅
蜜
行
に
つ
い
て
 (宇
治
谷
)

如
上
が
釈
迦
牟
尼
前
生
に
お
け
る
檀
波
羅
蜜
行

の
大
要
で
あ
る
が
、

こ
の
悲
華
経
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
捨
身
の
行
は
す

べ
て
大
悲

M
a
h
a-

K
a
r
u
n
a
 

の
実
践
行
を
措
い
て
ほ
か
な
ら
ぬ
こ
と
を
強
調
し
て
檀
波
羅

蜜
行

の
結
論
と
す
る
と
こ
ろ
に
深
い
意
趣
が
う
か
冥
い
得
ら
れ
る
。

五

本
生
説
話
の
成
立
構
想

そ
こ
で
問
題
は
、
如
上
悲
華
経

所
説
の
釈
迦
仏
本
生
説
話
の
成
立
構

想
で
あ
る
が
、

い
ま
こ
れ
を
他
の
現
存
本
生
説
話
類
と
比
較
照
合
し
て

み
る
と
、
大
要
た
の
如
く
対
配
せ
ら
れ
る
。

1

身
施
品
第
二
十
四
の
功
徳
力
王
、
身
皮
、
眼
目
を
施
捨
す
る
の
本
生
説

話
の
説
相
は
、

a

撰
集
百
縁
経
出
生
菩
薩
品
三
十
三
の
 
毘
王
制
眼
施
鷲
縁
、
お
よ
び

諸
天
来
下
供
養
品
第
六
の
五
四
の
功
徳
意
供
養
塔
生
天
縁
に
、

b

本
生
量
論
巻
第

一
の
投
身
飼
虎
第
一
、
 
毘
王
救
鵤
命
縁
起
第
二
、

同
じ
く
巻
三
の
慈
力
王
刺
身
血
施
五
夜
叉
縁
起
第
八

に
類
同
す
る
o

2

宝
施
品
第
二
十
五
燈
光
明
王
燃
膏
の
本
生
は
、

a

撰
集
百
縁
経
、
受
報
応
供
養
品
第
二
の
十
八
、
如
願
臨
形
財
求
仏
出

家
縁
、

b

同
、
菩
薩
授
記
品
第

一
の
四
、
五
百
商
客
入
海
採
宝
縁
、

c

そ
の
他
、
増

一
阿
合
、
菩
薩
本
行
経
上
、
法
華
経
薬
草
喩
品
な
ど
の

説
話
に
類
同
す
る
。

3

医
方
施
品
第
二
十
六
須
香
婆
羅
門
病
縁
医
薬
の
本
生
説
話
は
撰
集
百
縁

経
菩
薩
授
記
品
第

一
の
六
、
婆
持
加
困
病
縁
に
類
同
h

4

最
後
の
現
伏
藏
施
品
第
二
十
七
虚
空
浄
の

二

切
施
」
本
生
説
話
は

a

増

一
阿
含
第
三
十
七
、
八
難
品
の

「平
等
施
」
、
お
よ
び
同
第
三
十

八
、
馬
血
天
子
間
八
政
品
第
四
十
三
所
説
の

「檀
越
施
主
」
と

「求
三

十
二
相
」
の
説
相
、

b

菩
薩
本
生
髭
論
巻
三

「慈
心
竜
王
消
伏
怨
害
縁
起
第
七
の
説
相
、

に
も
類
同
す
る
o

六

説
話
の
基
本
構
想
と
そ
の
特
色

A

説
話

の
基
本
構
想

上
来
、
考
察
し
て
き
た
の
が
、
悲
華
経
所
説
に
よ
る
釈
迦
牟
尼
本
生

行
に
お
け
る
檀
波
羅
蜜
行
に
関
す
る
概
要
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
説
き
示

さ
れ
る
釈
迦
仏
本
生
説
話
の
素
材
は
、

い
わ
ゆ
る
ジ
ヤ
ー
タ
カ

一
般
の

説
相
に
因
ん
で
、
そ
の
身
体
、
眼
目
の
施
捨
に
よ
る
こ
と
に
は
異
論
が

な
い
が
、
そ
の
説
述
様
式
の
順
次
に
説
き
出
さ
れ
る
説
話
構
成
の
全
容

は
、

こ
れ
を
仔
細
に
検
す
る
と
、
概
し
て
左

の
ご
と
く
要
結

せ
ら
れ

る
。1

増

一
阿
含
経
第
三
十
七

・
八
難
品

(第
四
十

二
の
二
)
に
見
ら
れ
る

「八
大
人
念
」
、ま
た
阿
那
邪
邸
尊
者
の
慈
心
に
よ
る

「平
等
施
者
」
の

説
相
と
、

2

ま
た
同
じ
く
第
三
十
八

・馬
血
天
子
間
八
政
品
所
説
に
よ
る
宝
藏
如
来

(
3
)

出
現
説
が
、
悲
華
経
所
説
の
善
知
識
仏
で
あ
る
同
名
の
宝
藏
如
来
出
現
の
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説
相
と
彼
此
よ
く
対
同
す
る
こ
と
。

3

次
に
悲
華
経
檀
波
羅
蜜
行
中
の
宝
施
品

(秦
訳
)
に
所
現
す
る
燈
光
明

王
本
生
説
話
が
、
同
じ
く
増

一
阿
含
、
馬
血
天
子
品
の
燈
光
如
来
の
下
に

牟
尼
女
人
が
一
切
の
檀
越
施
主
を
、
ま
た
三
十
二
相
具
足
を
見
る
と
の
記

流
に

一
詠
相
通
ず
る
。

上
述
の
諸
点
か
ら
類
推
す
る
と
、
悲
華
経
所
説

の
釈
迦
仏
本
生
説
話

の
基
本
構
想
は
、
右
の
増

一
阿
舎
経

の
本
生
話
を
枢
軸
と
し
て
、
そ
れ

に
菩
薩
本
縁
経
類

の
釈
迦
仏
本
生
経
と
し
て
の
撰
集
百
縁
経
、
菩
薩
本

縁
経

(
一
切
施
品
第
二
、
竜
品
第
八
)
、菩
薩
本
行
経
巻
上
、
大
方
便
仏
報

恩
経
、
乃

至
は
菩
薩
本
生
髭
論
所
説
中
の
仏
本
生
経
類
の
説
話
を
彼
此

よ
く
合
融
し
て
描
き
出
さ
れ
た
も
の
と
解
せ
ら
れ
て
よ
い
o

B

そ
の
特
色

次
に
悲
華
経
所
説
中
の
釈
迦
仏
本
生
行
中
に
お
け
る
檀
波
羅
蜜
行
の

特
色
と
し
て
は
、
如
上
論
述
か
ら
左
の
如
く
要
約
せ
ら
れ
る
。

1

一
般
に
ジ
ャ
ー
タ
カ
に
お
い
て
は
、
犠
牲
的
構
神
の
発
露
に
よ
る
身

血
、
眼
目
の
施
捨
が
、
そ
の
最
終
幕
に
お
い
て
、
ハ
ッ
ピ
ー
・
エ
ン
ド
と

な
る
の
が
常
套
手
法
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
反
し
て
、
悲
華
経
で
は
全
面
犠

牲
に
よ
る
檀
波
羅
蜜
行
を
打
ち
出
す
も
、
大
乗
系
本
縁
経
の
持
つ
一
般
特

色

と
し
て
の

一
念
の
悔

心
も
な
き

こ
と
を

一
段

と
強
調
す
る
o

2

そ
し
て
、

そ
れ
は
ま
た

一
般

ジ

ャ
ー
タ
カ
に
よ
る
説
相
と

は
無
論
異
な

り
、
菩
薩
本
縁
経
と
し
て
の
撰
集
百
縁
経
や
菩
薩
本
縁
経
な
ど
に
よ
る
不

堕
悪
趣
、
天
上
人
中
の
快
楽
な
ど
を
得
よ
う
と
す
る
善
果
の
果
報
を
教
示

す
る
の
で
は
な
く
、

と
あ

つ
て
、

大
悲
心
k
a
r
u
n
y
a
h
e
t
u
 

成
就

の
よ
く
し
か
ら

し
む
る
も

の

で
あ
り
、
S
v
r
g
a
h
e
t
u
 

(
生
天

の
果
報
)
 
の
故

で

は

な
く
、

す

べ

て
大

悲

の
本
願
に
よ
る
も

の
で
あ
る
こ
と
を
随

処
に
打

ち
出

し
て
い
る
こ
と
。

3

な
お

こ
の
経

所
説

の
檀
波
羅
蜜

行
が
終
末
す

る
に
及

ん
で
、
そ

の
徳
相

の
願
成
就
と
し
て
、
広
長
の
舌
相
や
三
十
二
相
の
具
足
を
物
語
る
の
も
、

増

一
阿
含
経

・
馬
血
天
子
品
の
記
流
に
従
つ
た
と
は
い
え
、
一
面
こ
の
悲

華
経

が
持

つ
有
情

教
化

の
目
途
を
果

た
そ
う

と
す

る
大
悲
応
現

の
釈
迦
仏

檀
波
羅
蜜
行
実
践
に
か
か
わ
る
緊
要

な
特

色
で
あ

る
と
見

て
よ
い
。

1

悲
華
経

の
現
存
異
訳
異
本

(
1
)悲
華
経
十
巻
、

北
涼
玄
始
八
年

(
曲
四

一
九
)
曇
無

識
訳
六
品

(
2
)大
乗
悲
分
陀
利
経
八
巻

秦
時

(
曲
三
八
四
-

四

一
七
)
失
訳
、

三

十
品
、

(
3
)梵
本

内
K
a
r
u
n
a
p
u
n
d
a
r
i
k
a
 

五
品
、

カ

ル
カ

ッ
タ
公
刊
本
 
(
A
D

一
八
九
八
)

ほ

か
、

数

個

の
写
本
現
存

(
山

田

一
止
著
 
K
a
r
u
n
a
p
u
n
d
a
r
i
k

(
4
)
 
チ
ベ

ッ
ト
訳
 
(
デ
リ
ゲ
、
c
h
a
函

p
 
)

H
p
h
a
g
s
-
p
s
 
s
n
i
n
-
r
j
e
 
p
a
d
m
a
 
d
k
a
r
-
p
o

s
h
e
s
-
b
y
a
-
b
a
 
t
h
e
g
-
p
a
 
c
h
e
n
-
p
o
h
i
 
m
d
o
 

十
五
巻
、

五
品

2

無
識
訳

で
は
歓
喜

国
、
秦
訳

で
は
集
械
国
 
(
大

皿
、

二
八
〇
、

a
)

と

訳
出
す
る
。

チ
ベ

ッ
ト
訳

及
び
こ
の
文
段

の
経
意

か
ら
類
推
す
る

と
、
秦

訳

の

「
集
繊
」

が
適
切

で
あ
る
。

3

拙

著

「
悲
華
経

の
研
究
」

四
三
頁
参
照
。

(
昭
、

四
四
年

三
月
、

文
光
堂
版
)

悲
華
経

の
檀
波
羅
蜜
行
に

つ
い
て

(
宇
治
谷
)
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